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ニュースレター No.12（2018.03） 

【九州支部】 

●日本プライマリ・ケア連合学会 九州支部役員会・総会 

日 時：役員会 平成 30年 2月 3日（土） 16:00～17:00 

総 会 平成 29年 2月 4日（日） 13:30～14:00 

場 所：佐賀大学医学部（佐賀県佐賀市鍋島５－１－１） 

（１）報告・協議事項 

１） 平成 28度歳入歳出決算について 

２）日本プライマリ・ケア連合学会第10回九州支部総会・講習会記録集ならびに10周年記念誌の発刊について 

３） 第 13回支部総会・講習会について［佐賀；平成30年 2月 3日、4日］ 

４）平成29年度歳入歳出予算（案）について 

５）第14回九州支部総会・講習会及び第15回以降の開催担当県について 

６）九州プライマリ・ケア功労賞被表彰者について 

７）その他 

（２）九州プライマリ・ケア功労賞 

米満 弘之 氏（医療法人社団寿量会 熊本機能病院 会長） 

全体参加者数（延べ）：377名 

※プログラム内容 当ニュースレター末尾に記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福岡県支部】 

平成 30 年 1 月 26 日（金曜日） ＪＲ博多シティ会議室に於いて、日本プライマリ・ケア連合学会 福岡県支部 総会を

開催しました。 

役員の改選が承認され、代表世話人に西野憲史、副代表世話人に神代龍吉・茂木恒俊、新たに副代表世話人に鍋島茂樹

が加わり、運営することとなりました。 

又、活動報告・収支報告を行い、福岡県支部規約について改正の議論を行いました。 

今後は福岡県支部を4つの地域（福岡・北九州・筑後・筑豊）に分けて、研修会など活動を行っていきたいと考えてい

ます。 

 

発行人:支部⾧ 秦 喜八郎 
宮崎県医師会館  
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【熊本県支部】 

1、 報告 

１）八木剛志先生(75歳)逝去：平成30年 1月 27日 

日本プライマリ・ケア連合学会熊本県支部顧問(熊本県医師会副会長)  

２）第 11回 熊本県医療・保健・福祉連携学会 

日時：平成30年 2月 24日(土) 13：00～18：30     場所：熊本県医師会館 

プライマリ・ケア部会：慢性期から終末期の実情と課題（JPCA 単位有） 

 

３）熊本総合診療研究会 学術集会・総会 

日時：平成30年 2月 24日(土) 9：00～12：00     場所：熊本県医師会館 

専攻医ポートフォリオ発表 他（JPCA 単位有） 

 

２、今後の予定 

１）熊本県支部総会・講習会 

日時：6/23(土曜)13：00～16：30     場所：熊本市医師会館 

(講習会内容) 在宅医療材料の講習会    (講師) 泰川恵吾先生 予定 

医師、薬剤師、看護師対象で 80名が集まる予定 

 

２）第 5回九山家庭医療・総合診療セミナー(熊本大学) 

主催：学生・研修医部会の九州沖縄支部 

日程：6月 23日(土)、24日(日)     場所：ユースピア熊本 

費用：宿泊費3,500円/人、懇親会1,000円/人 

スタッフ：委員長 溝口 朋実（熊本大学医学部医学科6年） 共催：熊本総合診療研究会 

後援：JPCA熊本県支部 

 

 

 

【鹿児島県支部】 

第 176回垂水医療セミナー 

日時：平成30年 1月 17日（水）      

場所：ベイサイドホテルアザレア 

共催：日本プライマリ・ケア連合学会鹿児島県支部、垂水医療勉強会 

参加者：72名 

講演1 「減災への取り組み」 

演者 垂水中央病院 副看護部長 赤坂 和代 先生 

講演2 「熊本地震 そのとき阿蘇は：事業継続計画とリスクマネージメント」 

 演者 阿蘇医療センター 事業管理者 甲斐 豊 先生 

地域医療について継続的に開催されている講演会ですが、今回はJPCA も力を入れている災害医療に焦点を当てまし

た。最初に、桜島に最も近い急性期病院である垂水中央病院の副看護部長の赤坂 和代先生からは桜島大噴火への備え

について講演いただきました。 

次に、阿蘇医療センター事業管理者の甲斐 豊先生からは、熊本地震の際に阿蘇の災害医療の中心となった阿蘇医療

センターの活動状況などについてお話しいただきました。災害への備えをどうするか、災害時に病院機能をいかに維持

するか、外部からの DMAT などの受け入れをいかに調整するかなどの大きな課題について、当事者であった甲斐先生か
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ら大きなサジェスチョンをいただきました。災害への備えの重要性とともに、責任者の強力なリーダーシップの必要性

を理解することができました。桜島が控える鹿児島県の医療関係者は来るべき大噴火と熊本地震を重ね合わせ、災害医

療への理解が深まった会でした。 

 
 
 
 
【沖縄県支部】 

（1）T＆A マイナーエマージェンシーコースin OKINAWA 

日時：平成29年 9月 3日（日）8時 00分～17時 00分 

場所：おきなわクリニカルシミュレーションセンター 

参加費：10,000円 

対象者：沖縄県内の初期・後期研修医（20名） 

講師：松原 知康 先生（広島大学）、白神 真乃 先生（洛和会 丸太町病院） 

   近藤 敬太 先生（藤田保健衛生大学）、小林 知貴 先生（広島大学病院） 

主催：沖縄県プライマリ・ケア研究会 

  

（2）第１７回沖縄プライマリ・ケア研究会講演会 

日時：平成29年 11月 16日（木）19時 30分～21時 00

分 

場所：沖縄県医師会館 

対象者：本会会員、その他 

テーマ：「私が爪を見る理由」  

講師：山城信 先生（沖縄県立中部病院・呼吸器内科） 

  

（3）第１８回沖縄プライマリ・ケア研究会講演会 

日時：平成30年 1月 4日（木）19時 00分～20時 30分 

場所：沖縄県医師会館 

対象者：本会会員、その他 

テーマ：「診断の鍵となるフィジカル所見」 

講師：徳田安春 先生（群星沖縄臨床研修センター・センター長） 

  

（4）学術生涯教育特別講演会 

日時：平成30年 2月 23日（金）19時 00分～21時 00分 

場所：沖縄県医師会館 

対象者：医師、保健師、看護師、その他 

テーマ：「脳卒中予防から認知症予防へ ～久山町研究からのメッセージ～」 

講師：清原裕 先生（九州大学名誉教授 久山生活習慣病研究所代表理事） 

共催：沖縄プライマリ・ケア研究会、那覇市医師会、武田薬品工場株式会社 

後援：沖縄県医師会、那覇市 
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日本プライマリ・ケア連合学会 九州支部役員会・総会プログラム 
 

 

 


